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縮尺機械設備　特記仕様書

浜島幼稚園空調設備機器設置工事
設備設計一級建築士

松森 正晴

松森建築設計事務所
工事名称

図面名称

一級建築士

三重県志摩市阿児町鵜方3368-5

①施工体制 ･ 請負者は、下請負に付する場合には、別に定める三重県建設工事執行規制の施行に関し必要な書類の様式を定める要綱に従い、

部分下請負通知書を監督員に提出しなければならない。

･ 請負者は、施工体系図・建築許可を公衆の見やすい場所に設置しなければならない。また建築業退職金共済組合への加入・労災保険関係の

成立を表す標識を、工事現場の見やすい場所に設置しなければならない。

②工程表 実施工程表、月間工程表を関連業者間にて十分協議して作成し、監督員に提出する。

③施工図等 請負者は施工に先立ち、施工計画書、工種別施工要領書、施工図等を作成し、監督員と打ち合わせを行うこと。施工図等の作成に際し、

施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討する。

工事に使用する機器及び材料等については、予め使用機材届出書(メーカーリスト)、機器明細図、現品、カタログ、その他諸資料を事前に④機器及び材料等

届け出ること。

　尚、図面に記載の品番は、参考品番として便宜上メーカー品番を使用しているので、メーカーの選定にあたっては、同等品以上の性能を

有するものとする。また、国等による環境物品等の調達推進に関する法律 (グリーン購入法)を考慮し、再生品などの環境に優しい

 (環境物品)の調達に努める。

⑤官公署等への届出手続

⑥完成時の届出図書

工事に伴う関係官公署等への必要な諸手続は、請負者が遅滞なく行い、これに要する費用も負担する。

工事が完成したときは、工事書類として工事写真、工事日報、材料搬入報告書、各種の試験成績表、検査済証、打合せ議事録、竣工写真を

提出する。また、引渡し書類として竣工図(原図、製本)、施工図(製本)、機器完成図、取り扱い説明書、保証書、保守工具、備品等を

とり揃えて提出する。(＊建築包含工事の場合は、別途指示とする)

竣工図、施工図はCADによる作成を行い、CADデータを提出する。ただし、作成できない場合は、監督員との協議による。

　なお、電子納品の対象工事となる場合、工事写真はCALS電子納品マニュアル、デジタル写真管理情報基準(案)、工事完成図書は

工事完成図書電子納品要領 (営繕版)に基づき電子納品(提出部数：各3部)すること。

⑦災害時の安全確保 災害及び事故が発生した場合は、人名の安全確保を優先し、二次災害の防止に努め、直ちに監督員に通報するとともに、工事事故報告書を

速やかに提出する。

⑧発生材処分 ･ 発生材を処分する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「再生資源の利用の促進に関する法律」に基づいて適正に処理する。

 (マニフェストA、B2、D票を提出し、E票は、写しを提出すること。)

･ 建設リサイクル法(三重県指針）に基づき再生資源の十分な利用及び廃棄物の原料等を通じて、資源の有効な利用の確保及び廃棄物の適正な

処理を図り、もって生活環境の保全及び国民経済の健全な発展に寄与すること。

6. 工事種目 空調設備工事

1.　機器設備工事

2.　配管設備工事

1.

2.

3.

4.

工事場所

建築概要

施工基準 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は 最新年度版国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共工事標準仕様書（機械設備工事編

(所轄署指導要綱含む )及びその他関連法規による。

5. 一般事項 工事の詳細については、本設計図面、仕様書による他、上記各施工基準に準拠し、監督員指示の下に入念且つ誠実に施工すること。

設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で、設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたときは

監督員と協議する。

施工上密接に関連する他工事との取合いについては、監督員の調整に協力し、当該工事関係者とともに慎重に協議し、工事全体の円滑な進捗に

努める。

電気設備工事編）」「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（電気設備工事編）」ならびに、所轄水道局、ガス供給社内規、消防関係法規

構造：RC 造　2階建て　　　用途：幼保連携型子供園

特　記　仕　様　書

工事名称 浜島幼稚園空調設備機器設置工事　（機械設備工事）

三重県志摩市浜島町浜島地内

空調設備工事7. 工事概要

(1）　機器設備工事

　　　本工事は2階保育室に空気熱源パッケージ空調システムを設置し個別に冷暖房を行うものとする。

各機器の試運転調整を含めて本工事とする機器設備工事とする。

(2）　配管設備工事

室外機から室内機への冷媒配管、ドレン配管を行う。配管の振動及び共振に十分留意の上施工する。尚、外部への

(3）　自動制御設備工事

空調機器類の自動制御機器（リモコン）の取り付け及びそれに付帯する計装配管・配線工事を施工する。

8.　工事細目 （1）配管材料

ドレン管　　　－建物排水用リサイクル発砲三層硬質塩化ビニル管　 AS-59　（RF-VP ）又は硬質塩化ビニル管　JIS K 6741　（VP)

貫通部においては既設アルミパネルを利用する。またドレン配管については室外機付近にて大気に開放する。

冷媒管　　　　－銅及び銅合金継目無管　硬質、軟質または半硬質断熱材被服銅管　 JIS H 3300　製造者標準品

＊　冷媒用銅管の肉厚は、冷凍保安規則関係基準の規定による。

* 横走り管の吊り間隔

　　ビニル管、　　　80A 以下 1.0 ｍ以下

*　横走り管の振れ止め支持間隔

　　ビニル管、　　　25A ～40A 以下　　　　－6.0 ｍ以下

　　ビニル管、　　　50A ～100A 以下　　　　－8.0 ｍ以下

（2）保温塗装工事

給水・ドレン ～80A

グラスウール

保温厚（ｍｍ） 20

1）

2）配管保温厚

材料

グラスウール保温材　　　　　-保温筒 JISA9504 2号　40K

ポリスチレンフォーム保温材　-保温筒　 JISA9511 3号

-保温板 JISA9504 2号　40K

冷媒 ～25A

30

32A～200A

40

屋内露出

天井内・ PS内

保　温　筒

アルミガラス化粧保温筒

1

鉄　線

2

アルミガラスクロス粘着テープ

原　紙

3

ポリスチレンフィルム

4

綿布塗装仕上

SUS 鋼板仕上

（3）保温仕様

ドレン管

屋外露出 保　温　筒 鉄　線

屋内露出 保　温　筒

1

鉄　線

2 3 4

冷媒管

屋外露出

ポリスチレンフィルム 原紙
5

綿布塗装仕上

SUS 鋼板仕上〃 〃 〃

屋外露出（ドレン管） 塗装

　　冷媒用銅管　　　9.52 φ以下 1.5 ｍ以下

　　冷媒用銅管　　　12.7φ以下 2.0 ｍ以下 ＊液管、ガス管共吊りの場合は液管の外径とする。

尚、機械基礎については既存躯体等に堅個に固定するものとする。

乾球温度℃

外気条件
夏期

冬期

湿球温度℃ 相対湿度％

夏期

冬期
室内条件

33.8

2.9

26.0～28.0

27.0

-0.9

59.1

41.2

50

40

（1）　保育室

空調工事に於ける外気、室内の温湿度条件7. 工事概要

空調機の撤去に伴うフロンについては破壊処理とし破壊証明書を提出すること。

18.7～20.4

19.0～22.0 11.7～13.9

尚、ドレン管の管末には防虫網を取り付ける事とし、断熱ドレンホースの使用を可とする。

＊屋内露出部の仕上げに塩ビ系外装材を使用する場合は監督職員と協議する事。

＊断熱付ドレンホースを冷媒管と共巻きとする場合は監督職員と協議する事。
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